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〈巻頭言〉
博物館長杉原重夫
　未曾有の大震災で終えた2010年度。直接的な被害は軽微でしたが、施設の安全点検のため、当館も1ヶ月余
りの休館を余儀なくされました。震災後の話は2011年度の話題となりますので稿をあらためてということにな
りますが、その後の有為転変を経た今、2010年度のことは遥か遠い出来事であるかのように感じます。とは言え、
本報告書の趣旨にのっとり、ここでは、その震災前夜までを振り返ってみましょう。
　近年、時田昌瑞ことわざコレクション、前場幸治瓦コレクションという大型の資料群を受贈しましたが、時田
コレクションは2009年度末に目録が完成し、年度が替わった5月から7月までの約2ヶ月間、明治大学中央図
書館とも合同でお披露目の展覧会を開催することになりました。時田コレクションについで、7月の末からは前
場コレクションのお披露目展も始まりました。大口のコレクション受贈の次のステップとしてその公開を実現す
ることができました。とは言え、この時ご紹介できたのは一部のよく知られた資料ばかりで、前場コレクション
の大部分はこれから内容を調べて目録を作ってゆかねばなりません。大学の政策的計画として予算を計上してい
ただき、2011年度より3ヶ年計画での整理作業が着手されることになりました。最終年度には再び展覧会が開
催される予定です。
　時田コレクションの、図書館が受贈した古典籍・書籍類の目録と合冊された資料目録は、その後、私立大学図
書館協会の協会賞を受賞する栄誉に浴しますが、この、展覧会による一般公開というのが一連の目録刊行事業に
付随するものとして評価を高めました。すなわち、優良な学術資源は持っていることが大事なのではなく、やは
り、活用されてこそ有為性を発揮できるということです。惜しくも2011年7月、ご逝去された前場幸治さんは、
「学生さんの教育のために役立ててほしい」と貴重なコレクションをお譲りくださいました。目録を完成し、一
日も早く活用の体制が整うことが望まれます。
　さて、7月末には、2009年度末に協定が締結された名古屋市の南山大学人類学博物館との交流事業の第一弾
として、博物館資料論に関する学術シンポジウムが開催されました。収蔵スペースが嵩むということから資料群
の受け入れに二の足を踏むような傾向がありますが、これは本来の博物館の使命を考えるといかがなものでしょ
うか。また、映像メディアの発達によって実物に代替させようなどという動きもあります。一方・収蔵室に死蔵
されて活用の方途のない資料も多くあるに違いありません。そして、そもそも・文化財とはその時々における物
事の考え方によって評価が再生産されてゆくべきものでもあります・学問はある時期確立したものが永遠不変で
あるべきものではありません。そのような観点から、分野は両館の専門領域である民族学・考古学、伝統工芸論
などに絞って報告者を立て、博物館資料の“見直し”を議論しました。
　秋は「王の埴輪」と銘打ち、茨城県小美玉市の玉里舟塚古墳の埴輪群をテーマとする特別展を開催しました。
常設展の舟塚古墳出土埴輪の展示は、旧大学会館時代以前においても存在感をもっていましたが、常設展示室で
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は充分なスペースを取ることも出来ず、また、破片のままになっている収蔵品も数多くありました。今回の企画
では、茨城県側に遺されている資料を集め、また、破片から新たに組み上げられた埴輪も含めて、その全貌をご
覧いただくことが出来ました。中には当館の破片が茨城側のものと一体となったものもあり、笑顔を表現した埴
輪や馬の騎乗方法に新解釈を与えるものなど貴重な“出会い”の数々がありました。そして、一見途方に暮れて
しまいそうな破片の山の中から、丹念な探索によって新たに馬や家屋を組み上げることができたことについては、
ボランティアでその作業にあたって下さった皆さんのはたらきを抜きに語ることはできません。展覧会前夜まで、
多くの方々の地道な作業が続いた結果がこの展覧会であったということになりますが、何とも意義深いことでは
ありませんか。その成果が報われたということか、2004年以来の新博物館における特別展においては、過去最
多の入場者を得ることができました。
　舟塚古墳の展覧会もまた、収蔵品の再評価・再活用の成果として位置付けることができようかと思いますが、
それこそ博物館が取り組んでゆかねばならないミッションであると思います。博物館の特別展と言えば、他所か
らの借り入れによる優品展一いわゆる、お宝展一という印象も強くあり、それが採算面でも優良なイベントとし
て評価される向きもあります。しかし、博物館活動が研究活動・教育活動と密接に結びついたものであると考え
た場合、それはふさわしい動向なのでしょうか。2010年度は「収蔵資料の公開・活用」をキー・ワードとして
後に語り継ぐべき一年であったと思います。そして、大震災の結果、民間にあった、あるいは事業継続が困難と
なった公の機関から、その行き場を失った文化財がおびただしい数生じてくることが予想されます。その受け皿
をどうするのか、そのまま多くの文化財が散逸してしまうのか。我が国の博物館界にとって、正念場となる時期
を迎えたのではないでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文学部教授／すぎはら　しげお／自然地理学）
